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新
年
度
が
始
ま
っ
て
早
二
个
月
、
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
は
花
々
に
囲
ま
れ
初
夏
を
迎

え
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

　

本
学
で
は
昨
年
と
同
様
に
三
月
二
十
五

日
に
卒
後
式
を
挙
行
し
多
く
の
卒
業
生
を

社
会
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
四
月
二
日
に
は
満
開
の
桜
の
下
で

入
学
式
を
挙
行
し
経
済
学
部
で
は
今
年
も

約
一
千
名
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
年
の
春
は
肌
寒
い
日
も
あ
り
ま
し
た

が
幸
い
な
こ
と
に
卒
業
式
、
入
学
式
と
も

に
両
日
と
も
に
好
天
気
で
し
た
。　

　

満
開
だ
っ
た
ツ
ツ
ジ
は
す
で
に
終
え
ま

し
た
が
初
夏
に
向
か
い
色
々
な
花
々
が
咲

第 26 回　白門経友会　定期総会のご案内

　　1． 日　時 　6 月 11 日（土）午後 2 時開会 　　　4．記念講演　14：40 － 16：10 

　　　　　　（昨年より 6 月第 2 土曜日を定例と  　講 師　 塩見　英治　教授

　　　　　　させていただいています）   　演 題    「沖縄経済と国際航空貨物ハブ」   　　                            

　　2． 会　場 　中央大学多摩キャンパス 

　　　　　　７号館 1 階　7104 教室 

　　3． 定期総会 　14：00 － 14：30   　　　5．懇親会　16：30 － 18：30 

　　　　　　①　平成 27 年度事業報告・決算報告　 　会 場 生協 4F　和おん 

　　　　　　②　平成 28 年度事業計画・予算案  　会 費 OB( 卒業 5 年以上）　10,000 円 

　　　　　　③　その他      OB( 卒業 5 年未満） 　3,000 円 

        現役学生 　　1,000 円

　　・会費は、当日受付にて集金させていただきますのでよろしくお願いいたします。

　　・役員の方は当日 13：00 より幹事会を開催しますので同時刻までに会場にご参集下さい。 

き
始
め
キ
ャ
ン
パ
ス
を
一
層
魅
力
的
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
す
で
に
学
内
の
授
業
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
新
入
生

も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
や
環
境
に
も
慣
れ

学
業
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

さ
て
、
下
段
の
ご
案
内
の
よ
う
に
今
年

も
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
、
母
校
を
お
訪
ね
頂

き
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　

学
部
の
後
輩
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
の
皆
様
の
心
の
支
え
に
成
る
こ
と
を

念
じ
て
お
り
ま
す
。
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第
一
号
議
案
　
二
〇
一
五
年
度
活
動
報
告

Ⅰ 

会
議

一　

二
〇
一
五
年
度
定
期
総
会

日
時　

二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）

　
　
　
　
　

六
月
十
三
日
（
土
）
十
四
時

場
所　

中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　

七
号
館
七
一
〇
四
号
室

議
案

第
一
号
議
案

　

二
〇
一
四
年
度
活
動
報
告
及
び
決
算
報
告

第
二
号
議
案　

　

二
〇
一
五
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
案

第
三
号
議
案　

　

そ
の
他
報
告
事
項

　

以
上
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
片
桐
正
俊
教
授
に
よ
り
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
と
税
財
政
改
革
」
と
い
う
演
題
で
講

演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

つ
い
で
、
会
場
を
生
協
四
階
「
和
お
ん
」

に
移
し
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
冒

頭
で
は
、
本
学
音
楽
研
究
会
吹
奏
楽
部
に
よ

り
金
管
楽
器
の
五
重
奏
で
五
曲
演
奏
い
た
だ

き
ま
し
た
。

二　

幹
事
会

①　

二
〇
一
五
年
六
月
六
日
（
土
）

　

第
二
十
五
回
総
会
の
議
案
を
審
議
、
承
認
。

②　

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

　

常
任
幹
事
会
を
拡
大
し
て
諸
行
事
を
承
認
。

三　

常
任
幹
事
会

①　

二
〇
一
五
年
六
月
六
日
（
土
）

②　

二
〇
一
五
年
六
月
十
三
日
（
土
）

③　

二
〇
一
五
年
十
月
二
日
（
金
）

④　

二
〇
一
五
年
十
月
二
十
六
日
（
月
）

⑤　

二
〇
一
五
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

⑥　

二
〇
一
六
年
二
月
十
二
日
（
金
）

⑦　

二
〇
一
六
年
三
月
三
日
（
木
）

⑧　

二
〇
一
六
年
三
月
二
十
五
日
（
金
）

Ⅱ
行
事

一　

学
部
授
業
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
へ

の
協
力

　

当
年
度
は
佐
藤
文
博
教
授
の
も
と

二
〇
一
五
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
期
間
で

全
十
五
回
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
が

行
わ
れ
白
門
経
友
会
か
ら
高
梨
明
宏
常
任
幹

事
、
齋
藤
顧
問
に
加
え
て
、
外
部
か
ら
の
本

学
の
OB
並
び
に
有
識
者
に
よ
り
学
外
授
業
特

別
協
力
者
と
し
て
講
義
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
前
年
度
同
様
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

二　

経
和
会
懇
親
会
に
参
加

　

二
〇
一
五
年
三
月
三
日
（
木
）
に
退
職
さ

れ
る
先
生
方
の
歓
送
を
含
め
た
経
済
学
部
教

員
の
親
睦
会
で
あ
る
経
和
会
懇
談
会
に
招
待

さ
れ
白
門
経
友
会
の
常
任
幹
事
も
参
加
い
た

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
経
友
会
を
代
表
し

て
齋
藤
顧
問
よ
り
挨
拶
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

Ⅲ 

会
報
の
発
行
と
主
要
記
事

　

第
五
十
八
号

　
　

二
〇
一
五
年
五
月
二
十
五
日
発
行

　
　

新
入
生
歓
迎
・
第
二
十
五
回
定
期
総
会

　
　

案
内
等

　

第
五
十
九
号

　
　

二
〇
一
五
年
十
月
十
二
日
発
行

　
　

定
期
総
会
の
報
告
、
新
企
画
記
事

　

第
六
十
号

　
　

二
〇
一
六
年
三
月
十
日
発
行

　
　

新
会
長
挨
拶
、
退
任
、
新
任
教
員
紹
介

Ⅳ 

学
生
へ
の
呼
び
か
け

　

経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
、
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
各
ゼ
ミ
学
生
と
の
交
流
を
広

げ
る
た
め
に
常
任
幹
事
会
、
諸
行
事
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
　
二
〇
一
六
年
度
活
動
計
画

Ⅰ  

会
議

一　

二
〇
一
六
年
度
定
期
総
会

日
時　

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）

　
　
　
　
　

六
月
十
一
日
（
土
）
十
四
時

場
所　

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　

七
号
館
七
一
〇
四
教
室

　

総
会
終
了
後
、
記
念
講
演
を
実
施
す
る
。

　

演
題 「
沖
縄
経
済
と
国
際
航
空
貨
物
ハ
ブ
」

　

講
師　

 

塩
見 
英
治　

教
授

二　

幹
事
会

　

年
二
回
程
度
開
催
す
る
。

三　

常
任
幹
事
会

　

年
十
回
程
度
開
催
す
る
。

Ⅱ 

行
事

一　

学
部
授
業
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
へ

の
協
力
」

　

学
外
お
よ
び
会
員
か
ら
の
講
師
の
推
薦
を

経
友
会
と
し
て
協
力
支
援
す
る
。

二　

学
部
行
事
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
」

へ
の
協
力

　

担
当
す
る
学
生
委
員
会
及
び
学
生
運
営
委

員
会
等
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
全
面
的
に
協
力

す
る
。

三　

中
央
大
学
「
夢
」
企
画
に
お
け
る
諸
活 

動
へ
の
支
援
協
力
を
行
う
。

四　

白
門
経
友
会
二
十
六
年
目
を
迎
え
会
員

同
士
の
親
睦
を
計
り
教
職
員
及
び
学
生
と
の

交
流
を
深
め
る
行
事
を
行
う
。

Ⅲ 

会
報
発
行

　

会
報
「
白
門
経
友
会
」
を
年
四
回
発
行
す

る
。
な
お
、
前
年
度
よ
り
原
則
と
し
て
紙
ベ
ー

ス
で
の
発
行
を
取
り
や
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
と
す
る
。

Ⅳ 

そ
の
他

一　

白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の

充
実
化
と
し
て
学
生
か
ら
の
投
稿
を
進
め
る

二　

多
数
が
参
加
可
能
な
講
演
等
の
開
催

三　

入
会
呼
び
か
け
の
強
化
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第 1 号議案（2）

2015 年度　決算報告書
自　2015 年 4 月  １日

至　2016 年 3 月 31 日 

以上の通りご報告申し上げます。

2016 年 5 月 10 日

会長　　　篠原 正博　　　㊞

幹事長　　濱岡　剛　　　 ㊞　

監査の結果、いずれも正確かつ妥当であることを認めます。

2016 年 5 月 10 日

監事　　　倉本　優　　　 ㊞

監事　　　森元　公和　 　㊞　　　　　　　　　　

　

第 2 号議案（2）

2016 年度　予算案
自　2016 年 4 月　1 日

至　2017 年 3 月 31 日

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

前年度繰越金 380,745 総会費 110,000
会費収入 60,000 会報発行費 10,000
総会費収入 149,000 HP 維持費 27,000
寄付金収入 80,000 交流費 33,024
受取利息 14 振込手数料 648
雑収入

小計 180,672

次年度繰越金 489,087
合　計 669,759 合　計 669,759

次年度繰越金内訳
三井住友銀行八王子支店 普通預金 137,220
ゆうちょ銀行 振替貯金 309,097
ゆうちょ銀行 通常貯金 25,797

　　　　　　　　　　　　　 現　金 16,973
合　計 489,087

収入の部 支出の部
科　目 金　額 科　目 金　額

前年度繰越金 489,087 総会費 120,000
会費収入 200,000 会報発行費 40,000
総会費収入 100,000 HP 維持費 27,000
寄付金収入 80,000 交流費 200,000
受取利息 15 振込手数料 1,000
雑収入 通信費 30,000

小計 418,000

次年度繰越金 451,102
合　計 869,102 合　計 869,102
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え
、
あ
の
先
生
が
シ
リ
ー
ズ
㉑

　
　
　
　
　

経
済
学
部
教
授　

鳥
居
伸
好

　

一
九
九
八
年
に
経
済
学
部
に
赴
任
し

ま
し
て
、
今
年
で
十
九
年
目
に
な
り
ま

す
。
中
大
駿
河
台
校
舎
の
最
後
の
卒
業
回

生
で
、
一
学
年
下
の
後
輩
が
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
で
勉
学
で
き
る
こ
と
に
羨
望
の
念
を

持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
九
年
間
勤
め
て

き
ま
し
た
横
浜
国
大
か
ら
の
移
籍
は
、
母

校
へ
の
復
帰
と
い
う
よ
り
も
、
学
生
当
時

あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
執
着
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
学
部
で
は
「
マ
ル
ク
ス
経

済
学
」
と
「
独
占
資
本
主
義
論
」、
大
学

院
で
は
「
経
済
シ
ス
テ
ム
論
」
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、昨
年
度
（
二
○
一
五
年
度
）

は
、
特
別
研
究
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
地
域
経
済
（
地
域
内
循
環
型
経
済
シ
ス

テ
ム
の
実
現
可
能
性
の
検
討
）」
と
い
う

研
究
課
題
で
の
研
究
に
専
念
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
研
究
の
一

環
と
し
ま
し
て
、
ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン

州
で
の
地
域
通
貨
の
調
査
や
旧
東
ド
イ
ツ

地
域
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
誘
致
と
そ
の

地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調

査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

地
域
経
済
研
究
は
、
現
代
資
本
主
義
に
お

け
る
経
済
格
差
を
研
究
す
る
過
程
で
、
経

済
格
差
問
題
へ
の
対
処
方
法
と
し
て
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
注
目
し
た
こ
と
か
ら

派
生
し
た
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
が
、
私

を
地
域
経
済
研
究
に
向
か
わ
せ
た
素
地

は
、
学
生
時
代
か
ら
の
「
あ
る
趣
味
」
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

私
の
趣
味
、
そ
れ
は
、「『
男
は
つ
ら
い

よ
』
の
ロ
ケ
地
巡
り
」
で
す
が
、
若
い
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
、『
男
は
つ
ら
い
よ
』

そ
の
も
の
の
講
釈
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
「
つ
ら
い
」
と
こ
ろ
で
す
。

山
田
洋
次
監
督
・
渥
美
清
主
演
の
映
画

『
男
は
つ
ら
い
よ
』
は
、「
フ
ー
テ
ン
の
寅
」

こ
と
「
車
（
く
る
ま
）
寅
次
郎
」
役
を
演

じ
た
渥
美
清
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
シ
リ
ー

ズ
48
作
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
的
屋
（
て

き
や
）
稼
業
で
全
国
を
旅
し
て
歩
く
寅
さ

ん
の
行
く
先
々
の
風
景
は
、
心
に
沁
み
る

風
景
と
し
て
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
、
私
を

ロ
ケ
地
巡
り
へ
と
駆
り
立
て
て
い
ま
す
。

　

そ
の
映
画
「
寅
さ
ん
」
と
私
と
の
出
会

い
は
、小
学
生
時
代
の
田
舎
の
村
祭
り
で
、

神
社
の
境
内
で
催
さ
れ
ま
し
た
星
空
の
下

で
の
映
画
上
映
会
で
し
た
。
二
～
三
本
上

映
さ
れ
ま
す
映
画
の
う
ち
、
必
ず
一
本
は

『
男
は
つ
ら
い
よ
』
が
入
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、子
供
の
頃
か
ら
、な
に
げ
な
く
「
寅

さ
ん
」
を
観
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の

映
画
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
、
東
京

に
出
て
き
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。
学
生
時

代
に
よ
く
通
っ
た
映
画
館
の
三
本
立
映
画

の
中
に
、や
は
り
「
寅
さ
ん
」
映
画
が
入
っ

て
い
た
の
で
す
。
六
畳
一
間
の
ア
パ
ー
ト

暮
ら
し
で
、
テ
レ
ビ
の
な
い
学
生
の
楽
し

み
は
、
映
画
鑑
賞
と
ラ
ジ
オ
番
組
く
ら
い

で
し
た
が
、
当
時
ラ
ジ
オ
で
も
『
男
は
つ

ら
い
よ
』
の
映
画
を
そ
の
ま
ま
流
す
番
組

が
あ
り
ま
し
て
、
音
で
聞
く
映
画
の
シ
ー

ン
を
、
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
て
楽
し
ん
で

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ラ
ジ

オ
で
す
と
、
寅
さ
ん
が
旅
す
る
地
方
の
き

れ
い
な
風
景
ま
で
想
像
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
映
画
館
で
そ
の
景
色
に
出
会
え
た
時

の
感
動
が
、
ロ
ケ
地
に
行
っ
て
み
た
い
と

い
う
衝
動
を
か
き
立
て
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

学
生
時
代
に
は
、
春
・
秋
の
白
門
祭
の

期
間
を
利
用
し
て
、
北
は
北
海
道
の
知
床

や
奥
尻
島
、
南
は
沖
縄
ま
で
ロ
ケ
地
巡
り

の
旅
に
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
就
職

し
て
か
ら
は
、
地
方
で
の
学
会
開
催
を
利

用
し
て
、
そ
の
近
く
に
あ
る
ロ
ケ
地
巡
り

を
試
み
て
い
ま
す
が
、
東
京
で
も
地
方
で

　
編
集
後
記

　

今
年
も
定
期
総
会
の
案
内
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
「
中
央
大
学
経

済
学
部
の
卒
業
生
、
教
員
職
員
、
学
部
学

生
と
い
う
三
者
の
間
の
交
流
を
活
発
化

し
、
絆
を
形
成
す
る
こ
と
を
通
じ
て
中
央

大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
本
会

の
目
的
を
改
め
て
確
認
し
、
こ
の
会
を
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
幹
事
長　

濱
岡　

剛
）

も
、「
寅
さ
ん
」
映
画
か
ら
醸
し
出
さ
れ

る
人
情
味
あ
る
商
店
街
が
廃
れ
つ
つ
あ
る

現
状
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
て
、
そ
の
問
題
関
心
が
、
今
の

研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
私
の

研
究
は
、
ま
さ
に
趣
味
と
実
益
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。


